
道の駅再整備事業道の駅再整備事業
春の大運動会春の大運動会

44
7～ 97～ 9

特集

安
芸
太
田
の
力
、
再
発
見
。

旬
の
た
よ
り
を
、
あ
な
た
の
食
卓
へ
。

関
連
ペ
ー
ジ
…
10ペ

ー
ジ

関
連
ペ
ー
ジ
…
10ペ

ー
ジ



　

今月の表紙

◦男　性／2,428人
◦女　性／2,715人
◦合　計／5,143人
◦世　帯／2,906世帯
最新の人口情報はこちらをご覧ください。扌

人口情報（令和８年５月末時点）

当　番　医

12日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
19日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
20日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
26日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

２日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
９日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
11日㈫　安芸太田病院（救急サブセンター）
16日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
23日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
30日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

７月

８月

242

　リニューアルオープンした太田川産直市に
行ってきました。

（関連ページ…10・36ページ）

◦固定資産税 …………………… 第２期
◦国民健康保険税 ……………… 第２期
◦後期高齢者医療保険料 ……… 第１期
◦介護保険料 …………………… 第４期

（納期限／７月31日）
※納期限を必ず守りましょう。

今月の納税など

広報安芸太田　令和８（2026）年　７月号

令和8年度
青少年の被害・非行防止

全国強調月間

今月・来月上旬の行事

　今年度の最重点課題は、「インターネット利
用におけるこどもの性被害等の防止」です。
　被害者・加害者にならないためにも、インタ
ーネットの利用について皆さんで一緒に考えて
いきましょう。

◆実施期間／7月1日㈬～31日㈮
●問い合わせ先／安芸太田町教育委員会
　　　　　　　　☎22−1212

◆と　き／7月25日㈯ 17時～22時
◆ところ／太田川交流館かけはし周辺

◆と　き／8月1日㈯ 16時～21時40分
◆ところ／戸河内ふれあいセンター周辺

納涼納涼
加計まつり加計まつり

ふれあいふれあい
戸河内まつり戸河内まつり
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本
町
で
は
、
子
育
て
の
不
安
解
消
を

図
る
観
点
か
ら
、
令
和
５
年
度
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
で
専
門
医
に
相
談
が
出
来
る

仕
組
み
「
産
婦
人
科
・
小
児
科
オ
ン
ラ

イ
ン
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
24
時
間
３
６
５

日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

チ
ャ
ッ
ト
で
専
門
医
に
相
談
が
で
き
る

ほ
か
、
夜
間
は
予
約
制
で
す
が
、
ビ
デ

オ
通
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
は
勿
論
、
夜
間
に
体
調
不
良
が
起
こ

っ
た
場
合
に
も
相
談
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
相
談
サ
ー
ビ
ス
は
世
の
中

に
も
幾
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
本
町
で

採
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、

相
談
員
が
全
て
小
児
科
や
産
婦
人
科
の

専
門
医
、
助
産
師
で
構
成
さ
れ
て
い
る

点
で
す
。

　

類
似
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
小
児
科
以
外

の
医
師
が
相
談
に
応
じ
、
結
局
「
心
配

な
ら
病
院
へ
」
と
い
う
返
答
で
締
め
く

く
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
が
実

情
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
全
て
専

門
医
が
対
応
す
る
こ
と
で
、
症
状
へ
の

対
応
方
法
や
受
診
の
必
要
性
を
確
認
で

き
、
夜
間
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う
か
を

適
切
に
判
断
す
る
手
助
け
を
し
て
く
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
病
院
を
受
診
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
を
受
け
た
医
師
が
、
相
談
内
容
や

診
断
の
見
立
て
な
ど
を
メ
モ
と
し
て
ま

と
め
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
病
院
で
示

し
て
も
ら
え
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な
引
継
ぎ

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
、
本
町
で
は
保
健
師

が
妊
産
婦
や
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
相
談
、
心
身
の
ケ
ア
な
ど
は
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
夜
間
や
役
場
の
閉

庁
日
（
休
日
）
な
ど
、
ど
う
し
て
も
手

が
届
か
な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
助
産
師
が
相

談
員
に
加
わ
っ
て
い
る
、
こ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
が
非
常
に
有
効
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
小
児
科
・
産
婦
人
科
に
限
ら

ず
、
専
門
医
に
つ
い
て
は
、
患
者
数
の

減
少
に
伴
っ
て
、
都
市
部
に
集
中
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

産婦人科・小児科オンライン

vol.65

橋本　博明
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24
時
間
毎
日
、
産
婦

人
科
・
小
児
科
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
！

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

町
公
式
サ
イ
ト
へ

　

と
な
れ
ば
、
専
門
医
に
よ
る
診
療
は
、

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

へ
き
地
医
療
に
は
ま
す
ま
す
厳
し
い

状
況
と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

考
え
方
を
変
え
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

国
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
経
験
豊

か
な
専
門
医
に
診
て
も
ら
え
る
と
も
言

え
る
わ
け
で
、
そ
う
し
た
時
代
の
先
取

り
と
し
て
、
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

相
談
体
制
に
つ
い
て
も
、
是
非
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。



で
対
前
年
１
．
４
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
今
年
度

は
「
乗
合
割
引
制
度
」
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
早
期

実
施
に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
の
移
動
手
段
の
確
保
を

目
的
と
し
て
５
月
１
日
か
ら
毎
週
金
曜

日
に
運
行
を
開
始
し
た
「
定
額
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
に
つ
い
て
は
、
５
月
の
運
行

日
（
計
５
日
間
）
に
お
い
て
、
３
便
を

運
行
し
、
延
べ
４
人
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に

向
け
て
、
運
行
日
の
拡
大
な
ど
に
つ
い

て
運
行
事
業
者
と
連
携
し
て
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

244広報安芸太田　令和８（2026）年　７月号
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４
月
14
日
に
、
令
和
８
年
度
第
１
回

安
芸
太
田
町
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
、

「
教
育
大
綱
」
の
進
捗
状
況
お
よ
び
教

育
委
員
会
の
新
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
と
は
、
自
然
保
育
活

動
「
も
り
み
ん
山
の
こ
ど
も
園
」
の
取

組
に
つ
い
て
、
現
場
が
か
な
り
盛
り
上

が
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
流
れ
を
小
中

学
校
へ
波
及
さ
せ
た
い
、
な
ど
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本

町
ら
し
い
教
育
の
実
現
を
後
押
し
し
て

ま
い
り
ま
す
。

総
合
教
育
会
議
の
開
催

総
務
課

　

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
橋
本
町
長

の
行
政
報
告
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

6月
定例会

　

令
和
７
年
度
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
「
も
り
カ
ー
」
の
利
用
状
況
は
、

年
間
利
用
者
数
が
延
べ
２
万
８
，
０
１

５
人
と
、
対
前
年
５
％
増
と
好
調
で
は

あ
り
ま
す
が
、
相
乗
り
率
は
11
．
４
％

企
画
Ｄ
Ｘ
課

町
内
公
共
交
通
の
利
用

状
況

　

令
和
７
年
度
の
地
域
通
貨
「
も
り
か
」

の
利
用
状
況
は
、
年
間
チ
ャ
ー
ジ
額
が

３
億
２
，
４
６
６
万
円
（
対
前
年
25
％

企
画
Ｄ
Ｘ
課
・
産
業
観
光
課

地
域
通
貨
も
り
か
の
運
用

　

４
月
15
日
、
三
段
峡
は
開
峡
し
、
５

月
の
連
休
は
多
く
の
人
が
来
訪
さ
れ
ま

し
た
。
近
年
は
、
遊
歩
道
の
一
部
通
行

止
め
に
よ
り
来
訪
者
が
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
管
理
者
の
広
島
県
へ
は
引
き

続
き
早
急
な
復
旧
整
備
を
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
宿
泊
税
を
活
用
し

た
補
助
金
の
市
町
提
案
分
の
採
択
を
受

け
、
多
言
語
化
を
含
め
た
説
明
用
二
次

元
コ
ー
ド
な
ど
の
新
設
お
よ
び
更
新
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
も
含
め
た
観
光
客

の
三
段
峡
内
で
の
快
適
か
つ
円
滑
な
移

動
や
滞
在
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う

予
定
で
す
。

　

以
前
よ
り
、
や
ま
が
た
サ
イ
ク
ル
ラ

ン
ド
や
Ｍ
Ｔ
Ｂ
向
け
の
ガ
イ
ド
人
材
の

育
成
な
ど
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
向
け
た
取
組
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
よ
り
包
括
的
か
つ
戦
略
的

産
業
観
光
課

道
の
駅
推
進
チ
ー
ム

三
段
峡
開
峡

「
ト
レ
イ
ル
ヘ
ッ
ド
あ

き
お
お
た
」
推
進
事
業

（
仮
称
）

増
）、
年
間
利
用
額
が
４
億
１
，
３
７
９

万
円
（
対
前
年
14
％
増
）
と
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
増
加
傾
向
は
、
今
年
度
４
月
以

降
も
続
い
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
着
実
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
６
日
に
１
万
円
分
の
も

り
か
マ
ネ
ー
を
全
町
民
に
給
付
し
た

「
物
価
高
騰
対
応
生
活
応
援
給
付
金
」

に
つ
い
て
は
、
５
月
末
時
点
で
約
85
％

の
給
付
金
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
末
の
利
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
失

効
す
る
た
め
、
期
限
ま
で
の
利
用
促
進

に
向
け
た
周
知
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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令
和
７
年
分
の
確
定
申
告
を
町
内
17

会
場
で
行
い
１
，
２
８
３
件
の
申
告
を

受
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
に
基
づ
き
令
和
８
年
度
町

県
民
税
の
賦
課
作
業
を
行
い
、
納
税
通

知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
の
登
録
に
基
づ
き

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
、
土
地
・

家
屋
の
評
価
、
償
却
資
産
の
算
定
に
基

づ
き
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
そ
れ

ぞ
れ
発
送
し
ま
し
た
。

税
務
住
民
課

税
務
行
政
の
推
進

　

令
和
７
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

が
２
億
５
，
２
５
８
万
円
と
な
り
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

税
務
住
民
課

区　

分
一
般
受
給
者

（
町
支
給
分
）
公
務
員

受
給
者

計

受
給
者

数

199
人

59
人

258
人

児
童
数

365
人

122
人

487
人

支
給
額

730
万円

244
万円

974
万円

平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6 令7

◎
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
推
移

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

18,159

62,652 53,044 61,971 60,625

109,947

144,005 151,282
179,102

238,699 246,780

№ 返礼品名 寄附金額
1 【海苔の三國屋】焼寿司海苔　優上焼のり50枚（10枚×5袋詰） 103,362
2 【海苔の三國屋】味のり旭（８切56枚）６本セット 28,369
3 広島で行列の出来るたい焼き屋「よしおのたい焼き」（10個入り） 21,539
4 【海苔の三國屋】うみべのしおのり（10切80枚）６本セット 13,904
5 ブレンデッドジャパニーズウイスキー戸河内　４本セット 13,130
6 広島で行列の出来るたい焼き屋「よしおのたい焼き」（20個入り） 8,892
7 戸河内ウイスキー飲み比べセット（PREMIUM・PEATEDCASK） 8,550
8 【海苔の三國屋】焼寿司海苔　超特撰焼のり30枚（10枚×3袋詰） 7,560

9 ブレンデッドジャパニーズウイスキー戸河内PREMIUM、HIROSHIMA２本セット 5,267

10 ブレンデッドジャパニーズウイスキー戸河内PREMIUM 700ml 4,200

（単位：千円）

（単位：千円）

◎
返
礼
品
の
上
位
10
品
目

　

内
訳
は
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

が
１
万
７
，
０
６
８
件
の
２
億
４
，
６

７
８
万
円
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

が
７
社
か
ら
５
８
０
万
円
の
ご
支
援
・

ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
人
気
返
礼

品
の
状
況
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

昨
年
末
に
成
立
し
た
補
正
予
算
の
う

ち
、「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」

に
つ
い
て
、
本
町
で
は
無
事
支
給
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

支
給
実
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

健
康
福
祉
課

安
芸
太
田
町
物
価
高
対
応

子
育
て
応
援
手
当
の
支
給

⑴
支
給
対
象
者

◦
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童
手
当
受
給

　

者
◦
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

　

３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
に

　

係
る
児
童
手
当
受
給
者
（
０
歳
か
ら

　

高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
を
養
育
す

　

る
世
帯
）

⑵
支
給
額　
　

　

児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円
（
現
金
）

⑶
支
給
実
績

な
取
組
に
す
べ
く
、
県
の
宿
泊
税
を
活

用
し
た
補
助
金
の
市
町
提
案
分
の
採
択

を
受
け
、
今
後
は
「
ト
レ
イ
ル
ヘ
ッ
ド

あ
き
お
お
た
」
推
進
事
業
（
仮
称
）
と

し
て
、
活
動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

向
け
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点
基
本
構
想

の
検
討
や
里
山
を
生
か
し
た
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
テ
ー
マ
と
し
た
コ
ー
ス
の
開
発
、

電
動
ア
シ
ス
ト
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

ツ
ア
ー
造
成
に
向
け
た
ツ
ア
ー
開
発
お

よ
び
ガ
イ
ド
の
育
成
、
認
知
度
向
上
の

た
め
の
新
た
な
コ
ー
ス
で
の
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
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本
計
画
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
将
来

の
未
知
の
感
染
症
危
機
へ
備
え
る
た
め

に
平
成
27
年
に
策
定
し
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−

19
）
な
ど
の
経
験

を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
末
に
見
直
し

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
基
本
戦
略
と
方
針

　

感
染
拡
大
を
抑
制
し
て
流
行
の
ピ
ー

ク
を
遅
ら
せ
、
医
療
提
供
体
制
の
限
界

を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
町
民

の
生
命
を
守
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済

活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
住
民

生
活
や
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

②
発
生
段
階
に
応
じ
た
対
応

　

平
時
の
「
準
備
期
」
か
ら
、
迅
速
に

有
事
の
体
制
へ
移
行
す
る
「
初
動
期
」、

そ
し
て
「
対
応
期
」
へ
と
段
階
的
に
切

り
替
え
ま
す
。

　

対
応
期
で
は
病
原
体
の
性
状
に
応
じ

安
芸
太
田
町
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画

健
康
福
祉
課

　

本
年
で
第
20
回
の
節
目
を
迎
え
る
、

安
芸
太
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
in
深
入

山
「
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
委
託
業
者
を
選
定
し
、
７
月

の
参
加
者
募
集
開
始
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
の
「
わ
が

ま
ち
♡
ス
ポ
ー
ツ
補
助
金
」
が
昨
年
度

を
も
っ
て
終
了
し
た
た
め
、
財
源
の
確

健
康
福
祉
課

安
芸
太
田
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
in
深
入
山

「
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
」

た
封
じ
込
め
や
、
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬

の
普
及
、
最
終
的
な
基
本
的
対
策
へ
の

移
行
な
ど
、
状
況
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

対
策
を
選
択
し
ま
す
。

③
役
割
分
担
と
連
携
体
制

　

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
、

要
配
慮
者
へ
の
生
活
支
援
、
確
実
な
情

報
提
供
お
よ
び
関
係
者
間
で
正
確
な
情

報
を
共
有
し
、
対
話
や
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
県
（
ひ
ろ
し
ま

Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
や
近
隣
市
町
、
医
療
機
関
と

緊
密
に
連
携
協
力
し
、
全
庁
体
制
で
的

確
に
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
受
託
事
業
者
で
あ
る
広
島
ホ
ー

ム
テ
レ
ビ
様
の
提
案
で
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
、

そ
の
協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
の
開
拓
に
つ
い

て
は
、
同
社
の
、
広
告
収
入
を
獲
得
し

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
の
受
託
事
業
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
集
客
も
見
込
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

参
加
者
千
人
（
う
ち
町
民
参
加
者
１
０

０
人
）
の
目
標
を
達
成
し
、
持
続
可
能

な
大
会
と
な
る
よ
う
、
万
全
の
態
勢
で

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
「
ひ
ろ
し
ま
自
然
保

育
認
証
制
度
」
の
認
証
を
受
け
た
「
も

り
み
ん
山
の
こ
ど
も
園
～
こ
も
れ
び
の

森
ひ
み
つ
き
ち
～
」
で
す
が
、
令
和
８

年
度
は
さ
ら
な
る
深
化
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

春
に
は
地
域
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し

て
の
泥
ん
こ
あ
そ
び
、
田
植
え
体
験
、

高
齢
者
と
の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い

る
各
園
庭
の
整
備
に
つ
い
て
、
保
護
者

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
特
徴
的
な
取
組
に
つ
い

て
町
外
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
町
公
式
サ
イ
ト
な
ど
に
加
え
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
も
使
っ
た
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
今
年
取
組
む
予
定
の

「
子
育
て
世
代
全
力
応
援
あ
き
お
お
た

ツ
ア
ー
」
と
の
連
携
な
ど
も
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

教
育
課

自
然
保
育
（
森
の
よ
う

ち
え
ん
事
業
）
の
取
組
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区　　分 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合　計
加計小学校　　 9 12 17 21 16 17 92
筒賀小学校　　 3 2 7 6 6 7 31
戸河内小学校　 5 9 7 7 9 10 47

合　　計 17 23 31 34 31 34 170

区　　分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合　計
認定こども園とごうち 1 5 2 6 9 7 30
加計認定こども園あさひ 0 4 8 2 4 5 23
筒賀保育所　　　　　 1 1 0 1 2 2 7
修道保育所　　　　　 0 0 3 0 0 0 3

合　　計 2 10 13 9 15 14 63

区　　分 １年生 ２年生 ３年生 合　計
加計中学校　　 19 14 16 49
安芸太田中学校 18 15 16 49

合　　計 37 29 32 98

区　　分 １年生 ２年生 ３年生 合　計
加計高校 41 37 36 114
うち寮生 21 19 14 54

　

４
月
６
日
、
加
計
高
校
の
第
78
回
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
総
生
徒
数
は
１
１
４
人
で
、

本
年
度
の
１
年
生
の
内
訳
と
し
て
は
、

町
内
中
学
校
が
19
人
、
県
内
か
ら
14
人
、

県
外
が
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 教

育
課

加
計
高
校
支
援

　

令
和
８
年
度
の
小
・
中
学
校
、
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
児
童
・
生
徒
・

在
園
児
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
・
中
学
校
、
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
の
現
況

教
育
課

　

引
き
続
き
「
生
徒
寮
、
公
営

塾
、
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
、
教
育

支
援
な
ど
」
を
推
進
し
、
全
国

の
中
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
高
校

を
め
ざ
し
、
魅
力
向
上
の
た
め

の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
に
当
院
で
は
、
整
形

外
科
医
師
１
人
と
内
科
医
師
３
人
の
交

代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
常
勤
医
師
は
９
人
で
、
う
ち

１
人
が
育
児
休
業
明
け
の
短
時
間
勤
務

と
な
り
、
昨
年
よ
り
１
人
減
の
体
制
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

病
院
事
業

安
芸
太
田
病
院
の
医
療

提
供
体
制
な
ど

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
契
約
議
案

な
ど
13
案
件
を
可
決
！　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
８
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会

が
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
契
約
議
案
な

ど
13
の
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
６
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
た
主
な
議
案　
　
　
　

●
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

国
庫
補
助
金
の
採
択
に
伴
う
町
道

法
面
工
事
お
よ
び
橋
梁
点
検
・
修
繕

工
事
や
消
防
団
へ
の
設
備
整
備
に

１
億
８
５
０
万
円
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
の
修
繕
費
２
０

０
万
円
や
本
年
４
月
１
日
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
組
替
予
算
な
ど
を

含
む
、
総
額
１
億
２
，
０
６
２
万
円

の
増
額
補
正
で
、
補
正
後
の
累
計
額

は
94
億
６
，
３
１
４
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
途
中
か
ら
副
看

護
部
長
は
２
人
体
制
と
し
て
お
り
、
看

護
部
の
運
営
体
制
を
強
化
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

安
全
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体

制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

財
産（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
）

の
取
得
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
得
金
額
は
、
９
８
１
万
２
千
円

で
す
。

（
単
位
／
人
）
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道
の
駅
再
整
備
事
業
に　
　

　
　
　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

飲
食
施
設

（
３
区
画
）
食
事
な
ど
の
提

供

物
販
施
設

（
２
区
画
）
商
品
の
陳
列
・

物
品
の
販
売

屋
外

テ
ナ
ン
ト

（
２
区
画
）

テ
イ
ク
ア
ウ
ト

商
品
の
提
供

（
店
内
飲
食
可
）

道の駅再整備事業
　

道
の
駅
「
来
夢
と
ご
う
ち
」
は
、
令
和
10
年
３
月

（
予
定
）
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
道
の
駅
に
お
け
る
出
店
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
切

募
集
テ
ナ
ン
ト

７
月
31
日
㈮
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

株
式
会
社
ゲ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
お
お
た

　

〈
運
営
担
当
企
業
〉

　
　

株
式
会
社
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

☎︎
０
８
２−

８
７
５−

１
７
２
５
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太
田
川
総
合
開
発
事
業　
　
　

現
地
調
査
内
容
報
告
会
を
開
催

　

太
田
川
総
合
開
発
事
業
の
推
進
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
29
日
、
30
日
に
役
場
に
て
報

告
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
河

川
事
務
所
か
ら
昨
年
度
の
調
査
結
果

や
調
査
予
定
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
事
業
計
画
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

◦
環
境
調
査
や
河
川
の
水
質
・
底
質

　

の
現
状
に
つ
い
て

◦
河
川
の
流
量
観
測
に
つ
い
て

◦
今
後
の
事
業
計
画
検
討
に
際
し
て
、

　

地
域
か
ら
の
声
の
相
談
方
法
に
つ

　

い
て

　

今
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
事

業
の
推
進
に
向
け
て
調
査
・
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

《
報
告
会
》
国
土
交
通
省　

太
田
川
河
川
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２−

２
２
２−

９
２
４
６

　

《
現
地
調
査
》
安
芸
太
田
事
業
推
進
室
☎
２
２−

６
７
７
１

▶
調
査
内
容
報
告
会
の
様
子

　
　　

広
島
県
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
小

学
生
を
対
象
と
し
た
公
共
交
通
利
用
促

進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
主
体
／
広
島
県

◆
事
業
内
容

　

対
象
と
な
る
バ
ス
路
線
な
ど
に
お
い

て
、
降
車
時
に
優
待
券
を
運
転
手
へ
提

示
す
る
こ
と
で
、
利
用
区
間
に
関
わ
ら

ず
一
律
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

◆
運　
　

賃

　

１
乗
車
あ
た
り
50
円

※
利
用
区
間
に
関
わ
ら
ず
同
一
運
賃
で
す
。

◆
実
施
期
間

　

７
月
18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪

◆
対
象
者
／
小
学
生

★
対
象
路
線
や
優
待
券
の
入
手
方
法
な

　

ど
の
詳
細
は
、
広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
２
０
２
６

夏
休
み
限
定
企
画
を

実
施
し
ま
す
！

広島県
ホームページ
二次元コード

※イメージ図
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安芸太田町の水道事業

水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

口径 主な施設
基本料金╱月

（10㎥メーター使用料含）超過料金／㎥
１カ月あたり

平均使用水量※の場合

現状 令和８
改定後 現状 令和８

改定後
平均使
用水量 現状 令和８

改定後

13㎜ 住宅など 1,444 1,540

165 209

13㎥ 1,939 2,167
（228up）

20㎜ 住宅など 1,497 1,837 15㎥ 2,322 2,882
（560up）

25㎜ ２世帯住宅、
事業所など 1,507 2,145 19㎥ 2,992 4,026

（1,034up）

40㎜ 事業所、学校
など 1,622 3,564 42㎥ 6,902 10,252（3,350up）

50㎜ 医療機関、学校、
公共施設など 2,639 4,972 157㎥ 26,894 35,695（8,801up）

75㎜ 医療機関、公共
施設など 3,571 10,241 167㎥ 29,476 43,054（13,358up）

１カ月に使用
水量が10㎥を
超えた１㎥あ
たりの料金　

　

現
在
、
紙
の
納
入
通
知
書
の
郵
送
や
印
刷
に
多
く
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
へ
変
更
い
た
だ
く
こ

と
で
、
こ
れ
ら
の
発
送
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
、
い
た
だ
い

た
水
道
料
金
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
必
要
書
類
／
安
芸
太
田
町
町
税
等
口
座
振
替
依
頼
書

　
　
　
　
　
　

町
内
の
金
融
機
関
ま
た
は
役
場（
各
支
所
）

　
　
　
　
　
　

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

◆
手
続
き
／
通
帳
・
登
録
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
口
座

　
　
　
　
　
　

振
替
を
行
う
金
融
機
関
へ
直
接
、
依
頼
書

　
　
　
　
　
　

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

効
率
的
な
水
道
事
業
の
運
営
の
た
め
、
口
座
振
替
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
料
金
の
「
口
座
振
替
」
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
！

料
金
試
算
表
（
１
カ
月
あ
た
り
の
料
金
）

　

皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
『
将
来
に
わ
た
り
安
全
な
水
を
安
心

し
て
飲
め
る
町
』
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
８
年
８
月
の
検
針
後
の
ご
使
用
分
か
ら
新
料
金
を

適
用
し
ま
す
。

令
和
８

８
月

９
月

10
月

11
月

旧
料
金

新
料
金

※各口径の平均的な使用量に基づいた試算です。
　

水
道
設
備
は
、
ピ
ー
ク
時
の
需
要
に
合
わ
せ
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
口
径
の
メ
ー
タ
ー
を
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設

に
は
、
常
に
大
量
の
水
を
供
給
で
き
る
能
力
が
求

め
ら
れ
、
そ
の
維
持
コ
ス
ト
は
口
径
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
増
大
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
従
来
の
料
金
体
系
は
、
実
際
の
供
給

能
力
差
に
比
べ
口
径
間
の
料
金
差
が
小
さ
く
、
コ

ス
ト
の
多
く
を
小
口
径
の
利
用
者
が
負
担
す
る
と

い
う
不
均
衡
な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
供
給
能
力
に
応
じ
た
適
正

な
費
用
負
担
を
お
願
い
す
る
た
め
、
大
口
径
の
料

金
を
大
き
く
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
「
口
径
」
で
料
金
が
変
わ
る
の
か

料
金
改
定
の
時
期

水が流れる量は
約10倍

13㎜

40㎜

事業所など

住宅など

●問い合わせ先／建設課　上下水道係　☎28−1963

検
針
日（
８
月
10
日
～
）
検
針
日（
10
月
10
日
～
）
※８月以前から継続して
　ご使用の人は、10月検
　針分（11月請求）から
　新料金となります。

請求

請求

支払

支払



太
田
川
産
直
市

太
田
川
産
直
市
　　

野
菜
栽
培
講
習
会
開
講
！

野
菜
栽
培
講
習
会
開
講
！

■
太
田
川
産
直
市
の
現
状　

　
　

今
年
度
は
、
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
入
り
口
横
で
営
業
を
行
っ

　

て
い
る
「
太
田
川
産
直
市
」
で
す
。

　
　

５
月
の
売
上
は
約
６
１
３
万
円
で
、
昨
年
比
１
２
１
．
８
％
と

　

な
り
、
町
内
外
の
皆
さ
ん
に
新
鮮
な
野
菜
や
山
菜
、
加
工
品
な
ど

　

お
買
い
求
め
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

産
直
市
に
訪
れ
る
目
的
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
安
芸
太
田
町

　

で
採
れ
た
旬
の
野
菜
や
果
物
を
は
じ
め
、
漬
物
な
ど
の
加
工
品
、

　

鮮
や
か
な
季
節
の
花
々
な
ど
で
あ
り
、
と
て
も
楽
し
み
に
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

■
課
題
と
目
標

◦
課
題
／
例
年
営
業
し
て
い
な
か
っ
た
１
月
～
３
月
も
営
業
す
る
た

　
　
　
　

め
春
夏
秋
冬
を
通
じ
て
、
安
定
し
た
地
元
野
菜
の
入
荷

　
　
　

☝
目
標
…
通
年
営
業
に
対
応
し
た
冬
場
の
出
荷
確
保

◦
課
題
／
出
荷
者
の
高
齢
化
と
出
荷
数
の
減
少

　
　
　

☝
目
標
…
新
規
出
荷
者
20
人
増
、
地
元
産
出
荷
割
合
60
％

■
解
決
に
向
け
て
の
取
組

　
　

太
田
川
産
直
市
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
地
元
産
野
菜
な
ど
の
出

　

荷
が
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
太
田
川
産
直
市
初
の
「
野

　

菜
栽
培
講
習
会
」
を
開
講
し
ま
し
た
。
（
６
月
22
日
初
回
開
催
）

　
　

本
講
習
会
で
は
、
家
庭
菜
園
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て
「
産
直
市
へ
の
出
荷
」
に

　

関
心
を
お
持
ち
の
人
や
、
農
産
物
の
品
質
向
上
・
多
品
目
栽
培
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
栽

　

培
の
基
礎
か
ら
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
幅
広
く
学
べ
る
内
容
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
　

次
回
の
開
催
は
、
７
月
17
日
㈮　

13
時
30
分
か
ら
「
筒
賀
ふ
れ
あ
い
農
園
あ
り
ん
こ
」
で

　

開
催
し
ま
す
。
（
月
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
継
続
開
催
予
定
）

　

「
産
直
市
で
自
分
の
野
菜
を
売
っ
て
み
た
い
」
「
も
っ
と
上
手
に
野
菜
を
作
り
た
い
」
と
い

　

う
人
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
内　

太
田
川
産
直
市
☎
２
２−

６
５
０
０

〈
問
題
（
第
３
回
）〉

　

２
月
６
日
に
全
町
民
に
も
り
か
マ
ネ
ー
で
付
与
し
た
『
期
間

限
定
マ
ネ
ー
』
の
有
効
期
限
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？

《
ヒ
ン
ト
》
広
報
７
月
号
36
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
ね
‼

◦
回
答
方
法
／
も
り
か
ア
プ
リ
の
「
ク
イ
ズ
」
ボ
タ
ン
か
ら
回

　

答
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
ク
イ
ズ
回
答
期
限
／
７
月
31
日

◦
も
り
か
マ
ネ
ー
付
与
日
／
８
月
28
日

◦
前
回
ク
イ
ズ
の
正
解

　

①
ふ
れ
あ
い
戸
河
内
ま
つ
り
…
８
月
１
日

　

②
Ｆ
ｕ
ｎ 

Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ひ
ろ
し
ま
in
や
ま
が
た
サ
イ
ク
ル

　
　

ラ
ン
ド
２
０
２
６
…
９
月
20
日

　

③
納
涼
加
計
ま
つ
り
…
７
月
25
日

moricaアプリ登録キャンペーン
●問い合わせ先／企画ＤＸ課（ＤＸ推進係）☎28−1967

も
り
か
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ク
イ
ズ
に
回

答
す
る
と
正
解
し
た
町
民
の
中
か
ら
抽
選
で
50
人
に

千
円
分
の
も
り
か
マ
ネ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

扌扌
ここからここから

回答してね!!回答してね!!

全10回
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●
講
師

　

太
田
川
産
直
市
会
員

　

⻆か
ど

田た

伸し
ん

一い
ち

さ
ん

ア
プ
リ
の
登
録
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
役
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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「
誰
か
」
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

令
和
８
年
度　
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

◦
コ
ン
パ
シ
ー
ト
・
セ
ミ
ナ
ー

　

（
人
に
寄
り
添
う
体
験
型
講
座
！
）

◆
講　

師
／

田た

中な
か　

マ
リ
ア
さ
ん

◆
と　

き
／

８
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

◆
と
こ
ろ
／

役
場
東
館
２
階
大
集
会
室

　

自
分
と
は
違
う
「
誰
か
」
の
立
場
に
な
り
き
っ
て

質
問
に
答
え
る
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
「
被
害

者
」
や
「
孤
立
し
て
い
る
人
」
の
気
持
ち
を
、
身
を

も
っ
て
体
感
す
る
体
験
型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

【
た
と
え
ば
、
こ
ん
な
体
験
を
し
ま
す
！
】 

　

「
も
し
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た
ら
？
」
と
役
割

カ
ー
ド
な
ど
を
使
っ
て
想
像
し
、
グ
ル
ー
プ
で
和
や

か
に
話
し
合
い
ま
す
。
（
※
ワ
ー
ク
内
容
は
当
日
の

お
楽
し
み
！
）

　

難
し
い
講
義
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
「
そ
う
い
う

見
方
が
あ
っ
た
の
か
！
」
と
い
う
新
し
い
視
点
や
、

日
々
の
暮
ら
し
に
す
ぐ
活
か
せ
る
「
声
か
け
の
ヒ
ン

ト
」
が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり
●問い合わせ先／地域協働課　☎28−2116

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

み
ん
な
で
考
え
る

　
　

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

とごうちストア最新情報
●問い合わせ先
　店舗　☎090−8608−4091

夏
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
♪　

お
楽
し
み
ガ
ラ
ポ
ン
登
場
！

　

夏
の
暑
い
日
に
ピ
ッ
タ
リ
な
新
メ
ニ
ュ
ー
の

ご
紹
介
！
お
子
さ
ん
も
き
っ
と
喜
ば
れ
ま
す
♪

　

お
子
さ
ん
向
け
の
お
楽
し
み
と
し
て
、
「
ガ

ラ
ポ
ン
」
を
導
入
し
ま
し
た
♪

　

何
が
当
た
る
か
お
楽
し
み
！

◦◦コーラフロート
コーラフロート

◦◦クリームソーダ
クリームソーダ

令和7年度　電源立地地域対策交付金を以下事業に活用しました

令和７年度
電源立地地域対策
交付金活用事業
（単位：円）

交付金事業の名称 概 要 交付金事業に
要した経費 交付金充当額

林道維持補修事業
（林道大朝鹿野線舗装工事）

Ｌ＝910ｍ
Ａ＝6,866㎡ 26,935,700 26,935,700

　電源立地地域対策交付金とは、発電用施設の円滑な立地および運転を確保するため、発電用施
設が立地する自治体などに対して国から交付されるものです。これにより、地域住民の福祉の向
上を図る事業に使われます。
　昨年度、安芸太田町には2,693万5,700円交付され、林道の維持補修に活用しました。

　人気のとごスト
　人気のとごスト

おにぎりに新作登場 !

おにぎりに新作登場 !

ぜひご賞味あれ !
ぜひご賞味あれ !

◦◦めんたい青しそ
めんたい青しそ

◦◦もろこし昆布
もろこし昆布



※諸事情により、掲載できません。

　

６
月
６
日
と
13
日
に
、
芸
北

地
区
中
学
校
選
手
権
大
会
が
、

郡
内
体
育
施
設
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
13
日
は
軟
式
野
球
決
勝
戦
）

　

主
な
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
卓
球
部
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

芸
北
地
区
中
学
校
選
手
権
大
会

【
卓
球
】

◦
女
子
団
体

　

第
２
位　

安
芸
太
田
中
学
校

加計中学校男子バレーボール部

安芸太田中学校安芸太田中学校バレーボールバレーボール部部

加計中学校卓球部加計中学校卓球部

安芸太田中学校卓球部安芸太田中学校卓球部

加計中学校軟式加計中学校軟式野球部野球部

安芸太田中学校軟式安芸太田中学校軟式野球部野球部

加計中学校ソフトテニス部加計中学校ソフトテニス部 加計中学校女子バレーボール部加計中学校女子バレーボール部

安芸太田中学校剣道部安芸太田中学校剣道部
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◦
女
子
個
人

　

第
３
位　

戸と

田だ

華は
な

乃の

さ
ん

　
（
安
芸
太
田
中
２
年
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◦
男
子

　

第
１
位

　
　

加
計
中
・
高
宮
中
・
八
千

　
　

代
中
合
同
チ
ー
ム

【
野
球
】

◦
軟
式
野
球
の
部

　

第
２
位　

安
芸
太
田
中
学
校

　

第
３
位　

加
計
中
学
校



　

午
前
中
は
、
町
内
各
園
所
が
活
用
し
て

い
る
「
龍
頭
峡
」
で
の
保
育
参
観
が
行
わ

れ
、
自
然
を
生
か
し
た
本
町
の
保
育
の
一

端
を
体
感
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
ひ
ろ
し
ま
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
代
表
の
金か
な

井い

塚づ
か　

務つ
と
むさ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
ク
マ
の
生
態
を
中
心
に
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
、
安
心

・
安
全
な
保
育
実
践
の
知
識
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
、
同
時
に
安
芸
太
田
町

が
誇
る
魅
力
的
な
自
然
保
育
環
境
を
広
く

発
信
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
～
29
日
、
町
内
小
学
校
の

５
年
生
が
江
田
島
青
少
年
交
流
の
家
で

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
ま
で
、
雨
の
心
配
が
あ
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
達
の
想
い
が
天
ま
で
届

き
、
予
定
し
て
い
た
体
験
活
動
を
全
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
別
々
の
学
校
で
学
ん
で
い
る

子
ど
も
達
で
す
が
、
こ
の
３
日
間
は
、

ま
る
で
ず
っ
と
同
じ
小
学
校
で
生
活
し

三
校
合
同
合
宿

　

ひ
ろ
し
ま
自
然
保
育
認
証
を
取
得
し

て
い
る
団
体
や
、
今
後
認
証
取
得
を
目

指
し
て
い
る
団
体
の
保
育
者
な
ど
の
資

質
向
上
を
目
的
と
し
た
「
広
島
県
自
然

保
育
認
証
団
体
保
育
者
等
安
全
管
理
研

修
」
が
６
月
19
日
、
認
定
こ
ど
も
園
と

ご
う
ち
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
33
施
設
か
ら
約
60
人

の
保
育
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、
熱
心

に
研
修
に
励
み
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
自
然
保
育
認
証
団
体
の
保
育
者
な

ど
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
開
催

て
い
た
か
の
よ
う
な
団
結
力
で
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
２
泊
３
日
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
失
敗
を
し

な
が
ら
も
、
次
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
す
る
力
を
付

け
ま
し
た
。

　

一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
し

た
子
ど
も
達
。
各
校
で
リ
ー
ダ
ー
学
年

と
し
て
し
っ
か
り
と
活
躍
し
て
ほ
し
い

で
す
。

13 広報安芸太田　令和８（2026）年　７月号
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６
月
27
日
、
川
・
森
・
文
化
・
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
９
人
に
よ
る
活
動
報
告
と
、
自
家

焙
煎
珈
琲
の
試
飲
・
試
食
コ
ー
ナ
ー

や
と
ご
う
ち
ス
ト
ア
の
出
張
販
売
を

中
心
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
協
力
隊
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

修
道
保
育
所

「
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
遊
び
」

修
道
保
育
所

「
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
遊
び
」
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７
月
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
安
芸

太
田
町
保
護
司
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
立
ち
直

り
支
援
を
通
じ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る

全
国
的
な
取
組
で
す
。

　

地
域
で
更
生
支
援
に
携
わ
る
保
護
司
が
、
運
動
の
趣
旨
を
込
め
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
町
長
へ
伝
達
し
、
町
全
体
で
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
決
意
を
共
有
し
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た

　

ま
た
、
運
動
の
周
知
を
図

る
た
め
、
７
月
13
日
㈪
〜
17

日
㈮
の
間
、
庁
舎
を
黄
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

光
に
は
「
地
域
の
つ
な
が

り
で
立
ち
直
り
を
支
え
る
」

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
時
に
浮
か
び
上
が

る
庁
舎
の
姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
協
働
課

☎︎
２
８−

２
１
１
６

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

６
月
14
日　

ポ
ン
プ
運
用
訓
練

６
月
26
日　

防
災
教
室

　

水
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
は
、

水
防
時
に
必
要
と
な
る
土
の
う
作

成
、
改
良
積
土
の
う
工
法
、
シ
ー

ト
張
り
工
法
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
戸
河
内
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
安
佐
北
消
防
署
安

芸
太
田
出
張
所
職
員
を
指
導

者
と
し
、
ポ
ン
プ
運
用
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

火
災
を
想
定
し
た
訓
練
で

は
、
出
動
➡
現
地
到
着
➡

ポ
ン
プ
な
ど
資
機
材
の
設
置

➡
水
利
確
保
➡
放
水
の
一

連
の
流
れ
で
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
達
に
楽
し
く
防
災
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、

「
防
災
グ
ッ
ズ
選
び
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
た
く
さ
ん
あ
る
防
災
グ
ッ
ズ
か
ら
、

自
分
に
と
っ
て
大
切
な
５
つ
を
厳
選
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
身
と

選
ん
だ
理
由
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
頭
を
守
る
た
め
、
家
族
の
写
真
は
家
族
が
大

好
き
だ
か
ら
」
な
ど
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
を
考
え
抜
い

た
子
ど
も
達
の
姿
に
、
未
来
へ
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
と
周
り
を
守
る
力
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。



　
　　

第
11
回
文
化
・
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

◆
と　
　

き
／
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

◆
と
こ
ろ
／
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

文
化
・
芸
能
に
興
味
の
あ
る
皆
さ
ん
、
日
頃
の
成
果

を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
申
込
締
切
／
９
月
４
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
☎
２
２−

１
２
１
２

　

町
立
図
書
館
戸
河
内
分
室
☎
２
８−

１
９
６
６

　

町
立
図
書
館
筒
賀
分
室　

☎
３
２−

２
６
０
１
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安
芸
太
田
町
文
化
・
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集
！
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プ
ー
ル
名
称

開
放
期
間

管
理
人
配
置
時
間

加
計
水
泳
プ
ー
ル

10
時
〜
17
時

13
時
〜
17
時

戸
河
内
水
泳
プ
ー
ル

筒
賀
水
泳
プ
ー
ル

13
時
〜
17
時

津
浪
水
泳
プ
ー
ル

10
時
〜
17
時

配
置
な
し

温
井
水
泳
プ
ー
ル

上
殿
水
泳
プ
ー
ル

修
道
水
泳
プ
ー
ル

13
時
〜
17
時

●
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会　

教
育
課
☎
２
２−

１
２
１
２

町
内
水
泳
プ
ー
ル
の
開
放
に
つ
い
て

町
内
水
泳
プ
ー
ル
は
、
７
月
18
日
㈯
か
ら
８
月
31
日
㈪
ま
で
開
放
し
ま
す
。

※
猪
山
水
泳
プ
ー
ル
・
寺
領
水
泳
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
休
止
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

※
管
理
人
の
配
置
に
か
か
わ
ら
ず
、
未
就
学
児
や
小
学
生
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

　

保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
、
落
雷
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
（
雷
が
鳴
っ

　

て
い
る
）、
設
備
の
不
具
合
や
水
質
の
異
常
な
ど
が
あ
る
場
合
は
プ
ー
ル
を
閉
鎖

　

し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》
発
熱
、
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
の
ご
利
用
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

施
設
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
職
種
は
、
一
般
事
務
、
農
業
、
土
木
・
建
築
技
術
職
、
保
育
士
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
８
月
14
日
㈮
ま
で
で
、
第
１
次
試
験
日
は
テ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
方
式
に
よ
り
９
月
12
日
㈯
か
ら
10
月
４
日
㈰
ま
で
の
期
間
で
行
い
ま
す
。

　

受
験
案
内
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

役
場
本
庁
、
各
支
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

☎
２
８−

２
１
１
１



　
　　

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ａ
＋
の
田た

中な
か

さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
親
子
料
理
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

夏
の
暑
い
時
期
で
も
ス
ル
ス
ル
食
べ
ら
れ
る

冷
や
し
う
ど
ん
を
メ
イ
ン
と
し
た
料
理
で
す
。

　

う
ど
ん
の
汁
は
出
汁
か
ら
取
っ
て
作
る
本
格

的
な
も
の
で
、
ど
の
ご
家
庭
で
も
再
現
し
や
す

い
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
５
組
限
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と　
　

き
／
８
月
８
日
㈯
10
時
〜
13
時

◆
と
こ
ろ
／
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

３
階　

食
文
化
学
習
室

◆
メ
ニ
ュ
ー
／
冷
や
し
う
ど
ん
、
切
り
干
し
大
根
の
炒
め
物

　
　
　
　
　
　

き
ゅ
う
り
の
酢
の
物
、
豆
乳
ゼ
リ
ー

◆
対
象
者
／
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
お
よ
び
保
護
者

　
　
　
　
　
　

（
子
ど
も
は
２
人
以
上
で
も
受
け
付
け
ま
す
。）

◆
参
加
費
／
１
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
納
付
書
に
て
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。）

◆
持
参
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◆
申
込
期
限
／
７
月
31
日
㈮　

17
時
ま
で

◆
注　
　

意
／
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ
と
な
ど
、
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
教
育

　
　
　
　
　
　

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

17
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料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
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町
で
は
、
防
衛
大
臣
の
依
頼
に
基
づ

き
、
自
衛
官
お
よ
び
自
衛
官
候
補
生
の

募
集
の
た
め
、
対
象
者
の
情
報
（
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
）
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

資
料
提
供
の
対
象
と
な
る
人
は
、
日

本
国
籍
を
有
し
、
町
内
に
住
民
登
録
さ

れ
た
、
資
料
提
供
を
行
う
年
度
に
17
歳

に
達
す
る
人
で
す
。

　

自
衛
隊
に
自
己
の
個
人
情
報
の
提
供

を
望
ま
な
い
人
へ
の
配
慮
と
し
て
、
窓

口
へ
の
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
除
外

申
請
の
手
続
き
に
よ
り
、
自
衛
隊
へ
提

供
す
る
情
報
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

令
和
８
年
度
中
に
17
歳
に
達
す
る
人

　

（
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

◆
提
出
先

　

総
務
課　

危
機
管
理
室

◆
提
出
期
限

　

９
月
30
日
ま
で　

※
当
日
消
印
有
効

自
衛
官
募
集
に
係
る
対
象
者
名
簿
の

提
供
と
除
外
申
請
に
つ
い
て

◆
必
要
書
類
（
申
請
者
別
）

【
対
象
者
本
人
】

　

・
除
外
申
請
書

　

・
本
人
確
認
書
類

【
法
定
代
理
人
】

　

・
除
外
申
請
書

　

・
対
象
者
の
本
人
確
認
書
類

　

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

※
同
一
世
帯
で
な
い
場
合
は
対
象
者
本

　

人
と
の
関
係
が
分
か
る
書
類

　

（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

【
法
定
代
理
人
以
外
の
代
理
人
】

　

・
除
外
申
請
書

　

・
対
象
者
の
本
人
確
認
書
類

　

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

　

・
委
任
状

※
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て
、
個
人
番

　

号
カ
ー
ド
、
旅
券
、
運
転
免
許
証
な

　

ど
顔
写
真
が
あ
る
も
の
は
１
点
、
資

　

格
確
認
書（
健
康
保
険
証
）、
学
生
証

　

な
ど
顔
写
真
が
な
い
も
の
は
２
点
必

　

要
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
の
法
定
代
理
人
は
、
親
権
者

　

ま
た
は
未
成
年
後
見
人
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会　

教
育
課
☎
２
２−

１
２
１
２

●
詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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民生委員児童委員協議会だより民生委員児童委員協議会だより
No.24

民
生
委
員
・
児
童
委
員　

　
　
　
　

全
体
視
察
研
修

　
６
月
８
日
に
風
水
害
体
験
が
で
き
る
岡

山
市
消
防
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
水
難
救
助

訓
練
施
設
に
伺
い
ま
し
た
。

　
水
圧
ド
ア
、
流
水
歩
行
、
風
雨
、
水
圧

自
動
車
ド
ア
の
４
つ
の
体
験
で
水
害
時
の

避
難
の
難
し
さ
を
体
感
し
、
消
防
職
員
の

講
義
に
よ
り
早
期
避
難
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
協
働
課
☎
２
８−

２
１
１
６

水圧ドア 流水歩行 風　雨 水圧自動車ドア

●
こ
の
分
別
な
ん
な
ん
？

●
問
い
合
わ
せ
先

　

衛
生
対
策
室

☎
２
３−

１
１
２
０

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

　

き
ち
ん
と
分
別
し
た
つ
も
り
で
も
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

（
不
分
別
啓
発
カ
ー
ド
）
が
貼
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
も
分
別
間
違
い
が
多
い
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦
保
冷
剤
（
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
な
ど
）

　

→
燃
え
な
い
ご
み
（
紫
色
）
そ
の
他
不
燃
物

◦
乾
燥
剤
→
燃
え
る
ご
み
（
緑
色
）　

　

石
灰
タ
イ
プ
は
、
な
る
べ
く
水
に
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
防
虫
剤
（
不
織
布
製
）
→
燃
え
る
ご
み
（
緑
色
）

◦
防
虫
剤
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
→
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

ご
み
（
水
色
）
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

分
別
が
不
明
な
時
は
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

安
芸
太
田
町
ご
み

分
別
五
十
音
事
典

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式　

ア
カ
ウ
ン
ト　
　

パート
２

●
小
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
期
間
延
長
！

　

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
好
評
に
つ
き
、
回
収
期
間

の
延
長
が
決
定
ま
し
た
。

◆
と
こ
ろ
／
加
計
体
育
館
玄
関
内

◆
期　

間
／
６
月
30
日
㈫
～
７
月
30
日
㈭

※
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入
口
（
縦
15
㎝
、
横
30
㎝
、
奥
行
40
㎝
）
に
入
る
も
の

　

が
対
象
で
す
。
投
入
口
に
入
ら
な
い
も
の
は
「
燃
え
な
い
ご
み
（
小
型
電

　

化
製
品
・
有
害
物
）」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
回
収
品
目
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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●

祇
園
坊
柿
へ
の
思
い

●

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま

　

し
た
！

●

協
力
隊
で
の
３
年
間

　

寺
領
に
祖
父
母
の
家
が
あ
り
、
幼
い

時
か
ら
寺
領
に
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

祖
父
が
亡
く
な
り
、
大
切
に
管
理
し

て
い
た
祇
園
坊
や
畑
を
自
分
が
守
る
こ

と
が
出
来
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。　

　

そ
こ
か
ら
特
産
品
の
「
祇
園
坊
柿
」

を
軸
に
町
を
盛
り
上
げ
た
い
！
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
と
出
会
い
ま
し
た
。

　

「
農
事
組
合
法
人

あ
き
お
お
た
元
気

村
」
で
活
動
し
て
き
た
古ふ

る

川か
わ

隊
員
が
任

期
満
了
を
迎
え
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
７
月
、
29
歳
の
時
、
広
島

市
の
酒
屋
さ
ん
か
ら
寺
領
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。

◦
河こ
う
本も
と
穂ほ

津づ

雄お

さ
ん

（
あ
き
お
お
た
元
気
村
）

　

日
々
の
農
作
業
や
事
務
作
業
な
ど
、

何
事
に
も
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
く
れ

と
て
も
助
か
っ
て
い
る
。
協
調
性
も
あ

り
、
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
と
も
仲
良
く

や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
元
気
村
の
主
力
メ
ン
バ
ー
の

１
人
と
し
て
、
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
も

ら
う
こ
と
期
待
し
て
い
ま
す
！

　

「
地
域
の
産
業
・
観
光
振
興
」
の
分

野
で
着
任
し
、
地
域
商
社
あ
き
お
お
た

で
の
活
動
を
経
て
、
あ
き
お
お
た
元
気

●

こ
れ
か
ら

●

古
川
拓
哉
さ
ん
あ
い
さ
つ

　

農
作
物
を
生
産
す
る
中
で
、
天
気
や

気
温
と
の
駆
け
引
き
や
、
法
人
会
計
処

理
な
ど
、
農
業
の
難
し
さ
と
戦
っ
て
い

る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
ま
じ

め
に
取
組
む
こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

元
気
村
の
先
輩
方
や
地
域
の
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
今
後
も
祇
園
坊

柿
を
軸
に
、
町
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
！

　

３
年
の
任
期
を
終
え
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
卒
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
ぬ
私
を
温
か
く
迎

え
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
と

も
に
過
ご
し
た
日
々
や
、
祇
園
坊
柿
を

通
じ
て
得
た
経
験
は
「
一
生
の
宝
物
」

で
す
。

　

卒
業
後
も
引
き
続
き
農
事
組
合
法
人

あ
き
お
お
た
元
気
村
で
、
と
う
も
ろ
こ

し
や
祇
園
坊
柿
の
栽
培
に
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

古
川
古
川
さ
ん
！

さ
ん
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

村
で
現
場
の
生
産
加
工
に
取
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

広
大
な
祇
園
坊
柿
団
地
の
手
入
れ
作

業
か
ら
商
品
と
し
て
加
工
品
生
産
に
取

組
み
、
酒
屋
の
経
験
を
活
か
し
て
、
祇

園
坊
柿
を
使
用
し
た
地
ビ
ー
ル
の
開
発

を
行
う
な
ど
祗
園
坊
柿
の
魅
力
を
町
内

外
へ
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
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福
祉
医
療
受
給
者
証
の
更
新

●
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
４

　

加
計
支
所　

☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所　

☎
３
２−

２
１
２
１

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
の
更
新

◦
有
効
期
限
／
７
月
31
日

　

更
新
手
続
き
の
案
内
を
６
月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期

限
内
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
書
類
な
ど
の
審
査
後
、
新
し
い

受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◦
有
効
期
限
／
７
月
31
日

　

令
和
７
年
中
の
所
得
が
所
得
制
限
未
満
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
で

き
る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

０
歳
～
６
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
対
象
と
な
る
乳
幼
児
医
療
受
給
者

証
は
、
誕
生
日
の
月
末
が
有
効
期
限
で
す
。
６
歳
に
な
ら
れ
た
場
合

は
、
そ
の
年
度
の
３
月
末
ま
で
が
期
限
と
な
り
ま
す
。
更
新
手
続
き

の
案
内
が
届
き
次
第
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
更
新
申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
資
格
が
確
認
で
き
る
も
の
の

　

写
し
も
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
住
所
、
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

　

変
更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
子
ど
も
医
療
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
更
新
手
続
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
成
人
の
旅
券
は
10
年
旅
券
に
統
一
さ
れ
ま
す

　

成
人
（
18
歳
以
上
）
に
発
行
さ
れ
る
旅
券
は
、
有
効
期

間
10
年
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

●
旅
券
手
数
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

◦
成
人
…
10
年
旅
券
の
手
数
料
が
、
７
，
０
０
０
円
引
き

　

下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

（
成
人
に
は
、
５
年
旅
券
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。）

◦
未
成
年
…
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
４
，
８
０
０
円
（
電
子

　

４
，
４
０
０
円
）
に
な
り
ま
す
。

　

（
こ
の
た
め
、
未
成
年
の
「
残
存
期
間
同
一
旅
券
」
申

　

請
は
、
な
く
な
り
ま
す
）

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
申
請
の
お
知
ら
せ

７
月
１
日
以
降
の
申
請
分
か
ら
旅
券
手
数
料
引
下
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

10
年
旅
券
の
手
数
料
は
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
変
更
前
】

窓
口
申
請　

１
６
，
３
０
０
円

電
子
申
請　

１
５
，
９
０
０
円

　
【
変
更
後
】

窓
口
申
請　
　

９
，
３
０
０
円

電
子
申
請　
　

８
，
９
０
０
円

●
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
る
見

　

込
み
で
す

　

７
月
１
日
以
降
に
申
請
さ
れ
る
人
が
大
幅
に
増
え
る
と

見
込
ま
れ
る
た
め
、
７
月
１
日
以
降
に
申
請
さ
れ
る
人
は
、

当
面
の
間
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
期
間
が
通
常
よ
り
長

く
な
る
見
込
み
で
す
。

　

十
分
な
時
間
的
余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
４

★
広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
案
内
し
て
い
ま

　

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

貯
め
て
い
ま
す
か
？

　

好
評
に
つ
き
継
続
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
付
与
事
業
で
す
が
、
こ
の
度
、
連
携
数
が
千
人
（
６

月
現
在
）
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
ま
す
が
、
体
調
に
気
を
つ
け
な

が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
ア
プ
リ
連
携
後
の
お
願
い

　

も
り
か
ア
プ
リ
を
し
ば
ら
く
起
動
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
歩
数
連
携
が
切
れ
て
い
た
と
い
う
事
象
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
携
後
も
定
期
的
に
（
２
～
３

日
に
１
回
程
度
）
も
り
か
ア
プ
リ
を
起
動
さ
せ
、
歩
数

画
面
が
表
示
さ
れ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課
☎
２
２−

０
１
９
６

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課
☎
２
２−

０
１
９
６

●
問
い
合
わ
せ
先

　

◦
安
芸
太
田
町
病
院
事
業
☎
２
２−

２
２
９
９

　

◦
健
康
福
祉
課　
　
　
　

☎
２
５−

０
２
５
０

◎
詳
し
い
内
容
は
、
町

　

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

の
受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

病
院
の
外
来
診
療
体
制

（
土
曜
予
約
診
療
）
見
直
し

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
助
成
対
象
者

　
　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
令
和
８
年
度
に
偶
数
年
齢

　

と
な
る
女
性
（
た
だ
し
、
20
歳
～
68
歳
ま
で
）

●
乳
が
ん
検
診
の
助
成
対
象
者

　
　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
令
和
８
年
度
に
偶
数
年
齢

　

と
な
る
女
性
（
た
だ
し
、
40
歳
～
68
歳
ま
で
）

※
エ
コ
ー
の
み
は
検
診
助
成
対
象
外
で
す
。

　

町
が
行
う
健
診
事
業
で
が
ん
検
診
を
受
け
た
人
は
助

成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【町公式サイト】

　

町
で
は
、
特
定
の
年
齢
の
人
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
お
よ
び
乳
が
ん
検
診
時
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
定
期
的
に
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
芸
太
田
病
院
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
良
い
医
療
を
提
供
し
続
け
る

た
め
、
そ
し
て
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
無

理
な
く
働
け
る
環
境
（
休
日
の
確
実
な

確
保
な
ど
）
を
整
え
る
た
め
、
診
療
体

制
を
以
下
の
よ
う
に
見
直
し
ま
す
。

◆
実
施
時
期
と
変
更
内
容

　

10
月
１
日
よ
り
、
土
曜
日
の
予
約
診
療

を
「
平
日
」
へ
集
約
し
ま
す
。

　

平
日
の
診
療
枠
で
十
分
な
受
入
体
制
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
現
在
土
曜
に
予
約
が
あ
る
人
に
は
、
診
察

時
に
個
別
に
説
明
し
平
日
へ
の
振
替
を
丁
寧
に
行
い

ま
す
。

◆
救
急
医
療
体
制
は
「
現
行
維
持
」
し
ま
す

　

予
約
診
療
（
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
・
総
合
内

科
）
は
平
日
に
集
約
し
ま
す
が
、
救
急
外
来
は
現
行

の
体
制
を
維
持
し
、
万
全
の
対
応
で
町
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
・
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
効
率
的
な
活
用
に
向
け
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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コース 申込方法 基本料金 ペア割り
（２人）

グループ割
（３～９人）

小学生
（町内小学生は無料） 小学生未満

20㎞
ＷＥＢ 3,000円 2,800円 2,500円

500円 無　料

ＦＡＸ 3,300円 3,100円 2,800円
当　日 3,500円

10㎞
6㎞

ＷＥＢ 2,500円 2,300円 2,000円
ＦＡＸ 2,800円 2,600円 2,300円
当　日 3,000円

3㎞
ＷＥＢ 2,000円 1,800円 1,500円
ＦＡＸ 2,300円 2,100円 1,800円
当　日 2,500円

も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク

申
込
み
ス
タ
ー
ト
！

　

今
年
も
「
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

ご
家
族
、
ご
友
人
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
参
加
さ
れ
る
町
民
の
皆
さ
ん
限
定
で
１
，
５
０

０
円
分
の
も
り
か
マ
ネ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

◆
と　
　

き
／
10
月
11
日
㈰　

◆
と
こ
ろ
／
深
入
山
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　

周
辺

◆
申
込
期
間
／
７
月
１
日
㈬
～
９
月
23
日
㈬

◆
申
込
方
法
／
Ｗ
ｅ
ｂ
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
み
は
本
庁
・
各
支
所
な
ど
に
お
い
て
あ

　

る
チ
ラ
シ
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

◆
参
加
費
／
下
記
表
の
と
お
り　
　
　
　
　
　
　

◆
そ
の
他

◦
今
年
も
「
森
カ
フ
ェ
in
あ
き
お
お
た
」
を
同
日
開
催

　

し
ま
す
。

◦
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
の
申
込
み
も
可
能
と
な
り
ま
し

　

た
。
町
外
の
お
知
り
合
い
の
人
な
ど
の
ご
参
加
の
際

　

は
、
是
非
ふ
る
さ
と
納
税
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
福
祉
課

　
　

☎
２
２−

０
１
９
６

申込みは
こちらから!

➡

　
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
国
が
認
定
し
た
地
域
再
生

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、
法
人
関
係

税
か
ら
税
額
控
除
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

損
金
算
入
に
よ
る
軽
減
効
果
（
寄
付
額
の
約
３
割
）
と
合
わ

せ
て
、
税
額
控
除
（
寄
付
額
の
最
大
６
割
）
に
よ
り
、
最
大
で

寄
付
額
の
約
９
割
が
軽
減
さ
れ
、
実
質
的
な
企
業
の
負
担
が
１

割
ま
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〈
要　

件
〉

◦
本
町
の
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ま
ち
・
ひ
と
・

　

し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
に
対
す
る
寄
附
で
あ
る
こ
と

◦
町
内
に
主
た
る
事
務
所
ま
た
は
事
業
者
が
所
在
し
て
い
な
い

　

法
人
で
あ
っ
て
、
か
つ
青
色
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
法
人

◦
10
万
円
以
上
の
寄
附
が
対
象

〈
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
〉

◦
社
会
貢
献
を
通
じ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

　
（
企
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果
）

◦
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
し
い
事
業
の
展
開　

な
ど

　

上
記
記
載
の
「
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
」
も

要
件
に
該
当
す
る
本
町
の
事
業
に
な
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

●
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
４



く しら の 情 報
　

６
月
よ
り
開
催
す
る
介
護
予
防
教
室
「
の
び
や
か
」
に
つ
い
て
、

参
加
者
の
申
込
状
況
に
伴
い
、
木
曜
日
の
会
場
を
変
更
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
教
室

介
護
予
防
教
室
「
の
び
や
か
」

「
の
び
や
か
」

　
　

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

　
　

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら

　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２

－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

◆
草
刈
り
で
対
策
効
果
ア
ッ
プ
！

　

イ
ノ
シ
シ
は
と
て
も
臆
病
な
性
格
の
た
め
、

ひ
ら
け
た
場
所
や
環
境
の
変
化
を
嫌
が
り
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
周
辺
に
イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
き
に
く
く

す
る
た
め
、
山
際
か
ら
草
刈
り
機
を
一
振
り
、

で
き
れ
ば
二
振
り
分
の
幅
で
刈
り
ま
し
ょ
う
。

水
稲
被
害
を
食
い
止
め
よ
う
‼
（
対
策
を
強
化
す
る
）
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【
変
更
前
】

修
道
会
場

（
修
道
せ
せ
ら
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
変
更
後
】

坪
野
会
場

（
つ
ぼ
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
）

※
修
道
会
場
の
参
加
者
に
は
事
前
に
お
伝

　

え
し
て
い
ま
す
。

※
「
の
び
や
か
」
の
参
加
対
象
者
に
は
、

　

案
内
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

坪
野
会
場
で
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
今
の
う
ち
に
柵
の
点
検
を
！　

　

柵
の
外
周
を
ぐ
る
り
と
回
り
、
突
破
さ
れ
て

い
な
い
か
、
草
で
覆
わ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

電
気
柵
で
は
、
下
を
く
ぐ
っ
て
侵
入
さ
れ
な

い
よ
う
に
斜
面
な
ど
で
は
、
支
柱
を
追
加
し
て

一
定
の
高
さ
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

７
月
に
入
り
、
稲
の
穂
が
乳
熟
期
を
迎
え
る
と
水
稲
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

　

被
害
が
出
る
前
に
対
策
を
強
化
し
て
イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

電
圧
は
最
低
で
も
４
千

ボ
ル
ト
以
上
で
あ
る
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

で
は
、
地
面
と
の
隙
間
が

な
い
よ
う
に
し
て
、
地
際

が
弱
い
箇
所
は
ハ
ウ
ス
パ

イ
プ
な
ど
で
補
強
し
て
く

だ
さ
い
。
週
１
回
は
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

　

対
策
に
お
困
り
の
場
合

は
、
テ
ゴ
ス
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
観
光
課
内

　
　

☎
２
８−

１
９
７
３



山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　

山
県
警
察
署
☎
２
２−

０
１
１
０

【
実
施
期
間
】

７
月
11
日
㈯
～
７
月
20
日
㈪
ま
で

　

の
10
日
間

【
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

『
譲
り
合
い　

ハ
ン
ド
ル
越
し
の

　

思
い
や
り
』

　

今
年
も
恒
例
の
広
島
県
夏
の
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
に
も
な
れ
ば
交
通
量
が
増
加
し
、

交
通
事
故
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
無
理

の
な
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

夏
期
は
、
海
や
川
な
ど
の
水
辺
、
山
岳
な
ど

に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
で
あ
り
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
も
、
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
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広
島
県
夏
の
交
通
安
全
運
動

９
月
１
日
か
ら
生
活
道
路
の
法
定
速

度
が
60
㎞
→
30
㎞
に
変
わ
り
ま
す
！

こ
れ
ま
で
の
生
活
道
路
は
、
速
度
規
制
の
標
識
や
道
路

表
示
が
な
い
限
り
は
、
法
定
速
度
と
し
て
時
速
60
㎞
ま

で
の
速
度
で
走
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

生
活
道
路
は
自
転
車
や
歩
行
者
が
多
く
、
通
学
路
に
な

っ
て
い
る
場
所
が
多
い
。
朝
晩
の
通
勤
時
間
帯
に
渋
滞

を
避
け
る
車
両
が
、
抜
け
道
と
し
て
使
い
や
す
い
。

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
中
央
分
離
帯
な
ど
が
な
い
一
車
線

の
道
路
で
、
主
に
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ

る
一
般
道
路
。
路
側
帯
の
な
い
道
路
や
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
が
な
い
農
道
お
よ
び
林
道
も
、
生
活
道
路
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

改正前

改正後

標識がなければ60㎞/h

一定の構造要件を満たす
生活道路は30㎞/hに

道
路
は
速
度
を
抑
え
て
安
全
運
転

　
　
　
　
　

山
県
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　

山
県
警
察
署

　

以
下
の
速
度
標
識
が
な
い
道
路
に
お

け
る
自
動
車
の
法
定
速
度
は
、
引
き
続

き
60
㎞
で
す
。

①
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
ま
た
は
車
両
通
行

　

帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
一
般
道
路

②
中
央
に
柵
や
植
栽
や
工
作
物
が
あ
り
、

　

車
の
通
行
が
往
復
の
方
向
別
に
分
離

　

さ
れ
て
い
る
一
般
道
路

③
一
般
道
路
と
高
速
道
路
を
つ
な
ぐ
ラ

　

ン
プ
道
（
Ｉ
Ｃ
付
近
の
出
入
口
や
Ｊ

　

Ｃ
Ｔ
付
近
の
連
結
道
）

④
自
動
車
専
用
道
路
（
バ
イ
パ

　

ス
道
な
ど
）  

●
問
い
合
わ
せ
先

　

山
県
警
察
署
☎
２
２−

０
１
１
０

※速度標識がある道路は標識に
　従う。

改
正
前

改
正
後

改
正
背
景

生
活
道
路

生
活
道
路
の
法
定
速
度
が
30
㎞
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

※
法
律
上
の
規
制
（
令
和
６
年
７
月
公
布
、
令
和
８
年

　

９
月
１
日
か
ら
施
行
）

く しら の 情 報

水
難
・
山
岳
遭
難
事
故

に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

▲中央線がない道路で40㎞/hの速
　度標識があった場合は、最高速
　度は40㎞/hとなる。

最高速度
は40㎞/h

法定速度は速度標識
がない場合に適用

法定速度
30㎞/h

法定速度
60㎞/h



介護保険施設などに入所する一部の人の食費・居住費が

令和8年8月1日から変わります
　介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院）やショートステイを利用する人
の食費・居住費については、低所得の人への補助（補足給付）を行っています。

令和8年8月から、第3段階①・②に該当する人について、食費が30円～60円
（日額）、一部の人を除き居住費については100円（日額）引き上がります。
※食費の基準費用額についても100円（日額）引き上がります。

食費【ショートステイの場合】

居　

住　

費

多
床
室

個　

室

従
来
型

特養など

老健・医療院（注）

老健・医療院など

特養など

老健・医療院など

ユニット型個室的多床室

ユニット型個室

1,545円 300円
【300円】

390円
【600円】

650円
【1,000円】

680円
【1,030円】

1,360円
【1,300円】

915円 0円 430円 430円 430円 430円 530円

697円 0円 430円 430円 430円 430円 530円

437円 0円 430円 430円 430円 430円 430円

1,231円 380円 480円 880円 880円 880円 980円

1,728円 550円 550円 1,370円 1,370円 1,370円 1,470円

1,728円 550円 550円 1,370円 1,370円 1,370円 1,470円

2,066円 880円 880円 1,370円 1,370円 1,370円 1,470円

基準
費用額 第1段階 第2段階 第3段階① 第3段階②

負担限度額 （負担いただく日額）

令和8年
7月まで

令和8年
8月から

令和8年
7月まで

令和8年
8月から

（注）「その他型」もしくは「療養型」の介護老人保健施設または「Ⅱ型」の介護医療院における多床室の入所者（療養室の床面積が8㎡/
　　人以上に限る。）が対象。

補足給付の対象となる人（補足給付を受ける場合は申請が必要です。）
 （令和７年度の年金額改定を踏まえ、令和8年8月から、利用者負担段階の基準を見直します。）

利用者負担段階 補足給付の主な対象者（令和8年8月〜）※非課税年金も含む

生活保護受給者

世帯全員が市町村民税非課税である老齢福祉年金受給者

年金収入金額（※）＋合計所得金額が82.65万円以下

年金収入金額（※）＋合計所得金額が82.65万円以下超
～120万円以下

年金収入金額（※）＋合計所得金額が120万円超

預貯金額（夫婦の場合）

要件なし

1,000万円（2,000万円）以下

650万円（1,650万円）以下

550万円（1,550万円）以下

500万円（1,500万円）以下

世帯全員が
市町村民税

非課税

※社会福祉法人などによる利用者負担軽減制度事業も対象となる場合があります。（事業を実施していない社会福祉法人などもあります。）

補足給付の対象ではない人 ご負担いただく額は、施設と利用者の契約により決められています。
ご自身が居住費の引上げの対象になるかは施設にご確認ください。

　補足給付の対象となる人には介護保険負担限度額認定証を発行します。また、介護負担限度額認定証
には有効期限がありますので、引き続き給付を受ける人は申請が必要となります。

！

1,420円
【1,360円】

第1段階

第2段階

第3段階①

第3段階②

問い合わせ先
健康福祉課
☎25−0250
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所得段階 対　　　　象　　　　者 基準額に
対する割合

年　　額
（単位 : 円）

第１段階

•生活保護受給者、老齢福祉年金受給者

•世帯全員が市町村民税非課税で、本人の課税年金収入

　額および合計所得金額の合計が、（※）80万9千円以下

　の人

0.285 22,230

第２段階
•世帯全員が市町村民税非課税で、本人の課税年金収入

　額および合計所得金額の合計が、（※）80万9千円を超

　えて120万円以下の人

0.485 37,830

第３段階
•世帯全員が市町村民税非課税者で、第１段階と第２段

　階対象者以外の人（120万円を超える人）
0.685 53,430

第４段階
•世帯に市町村民税課税者がいるが、被保険者本人は市

　町村民税非課税で、本人の課税年金収入額および合計

　所得金額の合計が、（※）80万9千円以下の人

0.90 70,200

第５段階第５段階
（基準額）（基準額）

•被保険者本人が市町村民税非課税で、第４段階対象者•被保険者本人が市町村民税非課税で、第４段階対象者

　以外の人　以外の人
基準額基準額 78,00078,000

第６段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が120万円未満の人
1.20 93,600

第７段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が120万円以上210万円未満の人
1.30 101,400

第８段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が210万円以上320万円未満の人
1.50 117,000

第９段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が320万円以上420万円未満の人
1.70 132,600

第10段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が420万円以上520万円未満の人
1.90 148,200

第11段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が520万円以上620万円未満の人
2.10 163,800

第12段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が620万円以上720万円未満の人
2.30 179,400

第13段階
•被保険者本人が市町村民税課税者で、前年の合計所得

　金額が720万円以上の人
2.40 187,200

●問い合わせ先／健康福祉課　介護保険係　☎25−0250

第第１１号保険者（号保険者（6565歳以上）歳以上）のの介護保険料介護保険料第第１１号保険者（号保険者（6565歳以上）歳以上）のの介護保険料介護保険料

　第１号被保険者の介護保険料は、本人および世帯の課税状況や、年金収入および所得に基づいて

計算しています。介護保険制度の円滑な運営のため、これからも介護保険料納入へのご協力をお願

いします。

（※）「本人の課税年金収入額および合計所得金額の合計」を80万円→80万9千円へ見直しました。
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利
用
者
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
前
年
の
所
得
に

よ
り
、
１
割
か
ら
３
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

要
介
護
認
定
（
要
支
援
１
、
２
・
要
介
護
１
～

５
）
を
受
け
て
い
る
人
全
員
、
ま
た
は
総
合
事
業

の
対
象
と
な
っ
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

※
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
人
に
は
、
随
時
交
付
し

　

ま
す
。

　

７
月
末
ま
で
の
負
担
割
合
証
は
、
８
月
１
日
以

降
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
方
法
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

①
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　

へ
渡
す
。

②
健
康
福
祉
課
ま
た
は
役
場
本
庁
、
加
計
支
所
・

　

筒
賀
支
所
・
安
野
出
張
所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
は
、
負
担
割

合
証
の
提
示
を
お
忘
れ
な
く
！

●問い合わせ先／健康福祉課　介護保険係　☎25−0250

対
象
者

負
担
割
合

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
２

０
万
円
以
上
の
人　
　
　
　
　

本
人
も
含
め
同
一
世

帯
に
い
る
65
歳
以
上

の
人
の
「
年
金
収
入

額
＋
そ
の
他
の
合
計

所
得
金
額
」
が
下
記

の
金
額

単
身
世
帯
は
３
４
０
万
円
以
上

３
割

２
人
以
上
は
４
６
３
万
円
以
上

（
右
記
３
割
負
担
に
該
当
し
な

い
人
で
）
本
人
の
合
計
所
得
金

額
が
１
６
０
万
円
以
上
の
人　

単
身
世
帯
は
２
８
０
万
円
以
上

２
割

２
人
以
上
は
３
４
６
万
円
以
上

右
記
以
外
の
人

１
割

介
護
保
険
負
担
割
合
に
つ
い
て 

負
担
割
合
証
の
適
用
期
間

期
間
切
れ
の
負
担
割
合
証
の
返
却
の

お
願
い

負
担
割
合
証
が
交
付
さ
れ
る
人 

１
年
間

（
令
和
８
年
８
月
１
日
～
令
和
９
年
７
月
31
日
）

※
新
た
に
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
た
人
、

　

認
定
期
間
切
れ
で
の
再
認
定
を
受
け
た
人
の
適

　

用
期
間
は
、
申
請
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

介護サービス利用時の自己負担割合証介護サービス利用時の自己負担割合証についてについて介護サービス利用時の自己負担割合証介護サービス利用時の自己負担割合証についてについて

☆今お持ちの 「介護保険負担割合証」 の切替の時期になります。
　

現
在
、
要
介
護
認
定
（
要
支
援
１
、
２
・
要
介

護
１
～
５
）
を
受
け
て
い
る
人
、
総
合
事
業
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
利
用
者
負
担
割

合
（
１
割
か
ら
３
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
費
用

の
一
定
割
合
を
利
用
者
の
人
に
ご
負
担
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

役
場
に
て
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
を
販
売
し
ま
す
。

◆
と　

き

　

７
月
14
日
㈫

　
　

12
時
～
13
時

◆
と
こ
ろ

　

役
場
東
館
ロ
ビ
ー

※
当
日
は
現
金
の
み
の
お
支
払
い

　

と
な
り
ま
す
。

公益財団法人　広島県市町村振興協会

−

特
設
売
場
の
ご
案
内

−
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安芸太田町国民健康保険からのお知らせ
　

現
在
お
持
ち
の
「
資
格
確
認
書
」
ま
た
は
「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
（
70
歳
～
74
歳
の
人
）」
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

で
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
状
況
に
応
じ
て
、
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
「
資

格
確
認
書
」
ま
た
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
７
月
下
旬
に
加
入
世
帯
へ
送
付

し
ま
す
。

◎
国
保
税
は
納
期
限
内

　

に
収
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書
の
更
新

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書
の
更
新

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

※
「
資
格
確
認
書
」
と
「
資
格
情

　

報
の
お
知
ら
せ
」
は
同
じ
世
帯

　

で
あ
っ
て
も
別
の
封
筒
で
届
き

　

ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

　

で
「
資
格
確
認
書
」
の
交
付
を

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
が
必

　

要
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
「
資

　

格
確
認
書
」
ま
た
は
「
資
格
情

　

報
の
お
知
ら
せ
」
は
、
８
月
以

　

降
、
各
自
廃
棄
さ
れ
る
か
、
本

　

庁
税
務
住
民
課
ま
た
は
各
支
所

　

に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

　

あ
な
た
の
資
格
情
報
を
記
載
し
た
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

引
続
き
マ
イ
ナ
保
険
証
で
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
み
で
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
70
歳
未
満
の
人
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

　

せ
」
に
は
原
則
有
効
期
限
の
記
載
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の
度
の
更
新
に

　

係
る
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
オ
レ
ン

ジ
色
の
「
資
格
確
認
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
は
、
40
歳
～
74
歳
の
人
を

対
象
に
実
施
す
る
健
診
で
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で

す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
よ
っ
て
予
防
で
き
ま
す
の
で
、
毎
年

受
診
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
組
み
ま
し

ょ
う
！

①
直
接
医
療
機
関
に
受
診
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
、
受
診
券（
水
色
）、
問
診
票
を

　

持
っ
て
予
約
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
診
後
、
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

④
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
に
は
、
別
途
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

　

保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導
を
受
け
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
活
用
し

　

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

◦
税
務
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
４

　

◦
健
康
福
祉
課
☎
２
２−

０
１
９
６

　

特
定
健
診
を
受
診
す
る
に
は
、
事
前

に
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
人
全
員
に

５
千
円
分
の
も
り
か
マ
ネ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
！

●
受
診
方
法

　

山
ゆ
り
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い

人
・
個
別
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
あ
る

い
は
受
診
予
約
を
さ
れ
て
い
な
い
人
へ
、

「
受
診
券
」「
問
診
票
」
を
７
月

上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
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お
手
元
の
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

令
和
令
和
８８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度　
　
　

年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度　
　
　

資
格
確
認
書
の
定
期
更
新　
　
　
　

資
格
確
認
書
の
定
期
更
新　
　
　
　

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

　
気
温
や
湿
度
の
高
い
こ
の
時
期
は
、
食
中
毒
が
起

こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
食
中
毒
は
細
菌
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
食
中
毒
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
三
原
則
と
し
て
、

①
細
菌
を
「
つ
け
な
い
」

　
・
調
理
前
に
は
手
洗
い
を
行
う　
な
ど

②
細
菌
を
「
ふ
や
さ
な
い
」

　
・
冷
蔵
、
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
す
ぐ
に
冷
蔵
、

　
　
冷
凍
庫
へ　
な
ど

③
細
菌
を
「
や
っ
つ
け
る
」

　
・
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
（
75
℃
以
上
で
１
分

　
　
間
以
上
）
な
ど　
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
食
中
毒
か
ら
自
分

や
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

食中毒食中毒にに

注意注意

しましょう！
しましょう！

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
４

■
85
歳
以
上
の
人
、
84
歳
以
下
で
マ
イ
ナ
保
険

　

証
を
普
段
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
な
い
人

　
（
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
人
も
含
み
ま
す
。）

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
手
続
き
な
し
で
新
た
な
資
格

確
認
書
を
７
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
。

■
84
歳
以
下
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
普
段
か
ら

　

利
用
さ
れ
て
い
る
人

　

マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
８
年
８
月
１
日
時
点
に
お
け
る
年
齢
を
基
準

　

と
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
資
格
確
認
書
は
、
紫
色
で
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
病
院
な
ど
に
行
く
と
き
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
新
し
い
資
格
確
認
書
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
古
い
資
格
確
認

書
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
資
格
確
認

書
は
、
ご
自
分
で
責
任
を
も
っ
て

廃
棄
す
る
か
、
本
庁
税
務
住
民
課

ま
た
は
各
支
所
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

　

前
年
（
令
和
７
年
）
の
１
月
～
12
月
の
所
得
状
況

な
ど
を
基
に
、
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
ま
で
お
持
ち
の
資
格
確
認
書
と
一

部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
と
な
る
人
が
い
ま
す
。

新
し
い
資
格
確
認
書
の
色

古
く
な
っ
た
資
格
確
認
書
は
ど
う
す
る

の
か
？

一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
と
な
る
人

が
い
ま
す

８
月
１
日
以
降
は
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た

は
新
し
い
資
格
確
認
書
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　

◦
税
務
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
４

　

◦
加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

◦
筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

　

◦
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　
　

業
務
課　

資
格
保
険
料
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２−

５
０
２−

３
０
１
０



　加計小学校伝統のマーチングの練習が始まっています。

　６年生が５年生をサポートしながら、パート練習や全体練習

を繰り返し、音が少しずつまとまり力強くなってきています。

休憩時間に練習したり、家に持ち帰って練習したりと自主練習

に熱心に取組んでいる姿もあります。子ども達自身が、それだ

け熱い思いを持っているのだと感じます。

　本年度も外部講師の先生のお力もお借りして取組んでいるの

ですが、先生が「これだけの楽器がそろっていて、５・６年生

みんなで取組んでいる学校は、なかなかない。」とおっしゃら

れていました。地域の皆さんのご支援があってこそです。あり

がとうございます。見ていただく皆さんに感動を与えられるよ

うなマーチングになるよう頑張ります。

　秋の運動会、五サー市で披露する予定です。楽しみにしてい

てください。

加計小マーチング　新メンバーでスタート！加計小より

加計中より

　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、加計小と加計中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

NHK全国音楽コンクールに向けスタート♪

2430

かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

　ＮＨＫ全国音楽コンクールはご存じですか？

　今年の広島県コンクール（予選会）は８月９日、呉信用金庫

ホールで行われます。加計中学校の参加は、平成25年から続き、

今年は14回目になります。（連続出場中）

　そのコンクールに向けた練習が合唱リーダー　栗
くり

栖
す

沙
さ

弥
や

さん、

パートリーダー　佐
さ

々
さ

木
き

秋
あい

歌
か

さん、佐
さ

々
さ

木
き

夕
ゆ

愛
あ

さん、森
もり

川
かわ

琉
る

唯
い

さんを中心にして始まりました。

　課題曲は「花へ。」 自由曲は「地球の鼓動」です。「先輩か

ら受け継いだ伝統を引き継ぎたい」「歌が好きだから」「３年

生としてやるしかない」という思いでリーダーを頑張っていま

す。目指すは入賞！昼食後に練習をしていますが、校内には素

敵な歌声が響いています。

広報安芸太田　令和８（2026）年　７月号

　この合唱をとおして、

「聴いている人に元気が

届けられるように」「みん

なの仲が深まるように」

「みんなの声がホールに

響き渡るように」という

思いを込めて、楽しく、

元気よく練習をしていま

す。応援よろしくお願い

します。
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５
月
28
日
、
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
）

に
あ
る
姉
妹
校
、
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ン
・

フ
ン
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
加
計
高

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

◆◆GO!GO!加計高通信　第143号◆◆

ベ
ト
ナ
ム
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
ン
高

校
の
生
徒
20
人
が
加
計
高
校
を
訪
問

　

５
月
22
日
・
29
日
、
家
庭
基
礎
の

授
業
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
浴
衣
の
着
用
法
や
片
づ
け
方

な
ど
に
つ
い
て
の
講
習
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
浴
衣
の
着
付
け
を
学
ぶ
生

徒
も
多
く
、
生
徒
に
と
っ
て
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

浴
衣
の
着
付
け
講
習

　

～
家
庭
基
礎
（
１
年
生
）
～
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交
流
の
中
で
、
お
互
い
の
国
の
文
化

や
違
い
を
学
び
ま
し
た
。
同
じ
年
代
の

海
外
の
生
徒
と
行
動
を
と
も
に
す
る
こ

と
で
、
生
徒
は
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
と
と
も
に
、
多
く
の
学
び
や
経
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



国際交流だより国際交流だより

　

ハウラのページ

2432広報安芸太田　広報安芸太田　令和８（2026）年　令和８（2026）年　７７月号月号

　この２年間、安芸太田町のコミュニティの一員になったことにとても感謝してい

ます！

　安芸太田町はとてもユニークで特別な場所です。地元の神社での習字教室、着物と浴衣の着付け

教室、毎月の月例ウォーキング、井仁の棚田の素晴らしい風景、三段峡ともちろん一番かわいいゆ

るキャラのもりみんが全部この町の宝で、唯一無二です！

　イギリスはいつも雨が降っているから、安芸太田町はいつも違っ

ていて、季節ごとにそれぞれの魅力があることが大好きです。

　秋の甘い柿。春に水を張った田んぼの中で泳ぐ小さなおたまじゃ

くし。冬の雪の毛布。夏の青々とした山々。

　ＡＬＴとして日本に来たときは、私は日本が初めてだったので、

ほとんど知らない国の田舎にロンドンから引っ越すのは緊張してい

ました。もし２年前に、安芸太田町の人達はとても歓迎してくださ

るので心配すること何もないよと教えてくれる人がいたらなあと思

いました。

　安芸太田町で働いてきたすべてのＡＬＴたちが言語や文化の違い

があっても、この町は今でも私たちをコミュニティの一員として感

じさせてくれることが本当にすごいと思います。

　田舎でのちょっとした『おはよう』や『こんにちは』のやり取り

はロンドンではあまりないです。

　忙しい街の出身の私は、安芸太田町の自然に本当に夢中になりま

した。私のお気に入りのイベントの一つは10月のもみじウォークで

した。市内に住んでいる友達も誘って、みんなで一緒に安芸太田の

普段行かない美しい場所の中でウォーキングを楽しみました。

　そして、一緒に働いてきた素晴らしい先生やスタッフに感謝を伝

えたいです。とても役に立つ教え方のスキルを身につけたし、これ

をイギリスで活かすのを楽しみにしています。

　しかし、ほかに身につけたスキル、雪かきやカメムシの捕まえ方

などはもう必要がなくなると思います。（笑）

　安芸太田町で英語を教える以外に文化交流、イランとイギリスの

ことを紹介したことはとても楽しかったです。

　生徒にイランと日本の文化の共通点を教えたり、ペルシャ語で自

分の名前の書き方も教えたりしたことがお互いにとって楽しい経験

になりました。

　そして、保育園から大人の英会話まで、私が教えた素晴らしい生

徒達にも感謝を伝えたいです。みんなと話して、英語のスキルや自

信が成長していくのを見て、本当に刺激になりました。

　また日本に遊びに来たいです。その時は絶対安芸太田町に来ます。

ここの静けさは本当に夢みたいで、友達や家族にもおすすめしたい

です。

ほろ苦い別れ　ほろ苦い別れ　Bittersweet Goodbye. Bittersweet Goodbye. 

　安芸太田町はこの２年間、素敵な私の居場所でした♡皆さん、本当にありがとうございました。

とても感謝しています！皆さんのことやこの町を一生忘れません。
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図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページ〉https://www.iu.licsre-saas.jp/akiota/

移動図書館やまびこ号運行日
７月７日（火）・ ８日（水）

９日（木）・１０日（金）

本館月末休館日 ７月３１日（金）

☆えほんのもりおはなし会+えんにちコーナー

☆おひざにだっこのおはなし会

☆戸河内おはなしえんにち

　　本　館／7月25日（土）10時30分〜

　　本　館／7月10日（金）11時〜　

戸河内分室／7月30日（木）10時30分〜

読んでミンサイ新刊案内読んでミンサイ新刊案内
『AI 用語図鑑』

『貯まる片づけ』

『わたしの骨はどこへいく？』

『豆腐でつくる米粉パン』

『草花つくりで稼ぐコツ』　　

『老いるショック大賞』

『金波銀波』（小説）

『ミント邸で夜の茶会を』（小説）

『ブティック』（小説）

『けんぐゎい』（小説）

『神の庭付き楠木邸』12（小説）

『ネタバレあり』（小説）

『空き家と移住』（小説）

児　

童　

書

『つかめ！理科ダマン』11

『学校を休んだ日は本をひらいて』

『新ざんねんないきもの事典』

『妖品魔具物語』（よみもの）

『かなしきデブ猫ちゃん　広島編

マルのさすらいのヒーロー』（よみもの）

『ドラゴンの食べもの実験』（よみもの）

『まんまるまるごとりんごパイ』（絵本）

『しりとりきんちゃく』（絵本）

『くさむらゆうびんきょく』（絵本）

一　

般　

書

『昭和なくらし方』

今月のおススメ本今月のおススメ本

　電化製品が家庭に入る前の昭

和30年代の暮らしから、買わな

い・捨てない・始末のよいエシ

カルな暮らし方のヒントが学べ

ます。ぬか漬け、洗い張り、昔

ながらの大掃除の方法など、カ

ラー図版でわかりやすく説明さ

れています。

著者は昭和のくらし博物館館長。

～楽しく心地よく毎日をエシカルに過ごす～
小泉和子／著　河出書房新社　令和8年2月発行

ボランティアのための
読み聞かせ講座ご報告

　５月20日、川・森・文化・交流センターで「ボランティアのための読み聞か

せ講座おひざにだっこ編」を開催しました。

　乳幼児対象の絵本の種類や狙い、赤ちゃんの発達段階に応じた読み方につ

いて解説し、手袋人形など小道具を紹介しました。また、すぐに使える春と

夏のわらべ歌遊びも体験していただきました。

読書感想文セミナー
参加者募集! ●講　師／安芸太田町立図書館館長　大

おお

野
の

　正
まさ

人
と

●と　き／7月28日㈫・8月2日㈰
　　　　　10時～10時50分…小学１年生～４年生
　　　　　11時～12時…小学５年生～中学３年生
●ところ／川・森・文化・交流センター1階会議室

●持ち物／筆記用具・感想文を書きたい本
　　　　　（読んでこなくても参加できます。）
●申込み／☎︎22−1213（安芸太田町立図書館）
　　　　　７月26日㈰ 17時まで

読書感想文がスラスラ書ける、 感想文の書き方を学ぼう !
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し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120ｰ32ｰ9026
　へお願いします。
※日程どおりに収集できない場合があります。

７
月

17日㈮ 修道
21日㈫ 津浪・筒賀東区
22日㈬ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

24日㈮ 天神町・巴町・道の口・本町・東旭町・
西旭町・古市・新町・神田町・空条

27日㈪ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
28日㈫ 程原・津都見・船場・来見

８
月

３日㈪ 上原・鮎ケ平・殿賀
４日㈫ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
５日㈬ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草

７日㈮ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹・
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

10日㈪ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
12日㈬ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷

広報安芸太田　令和８（2026）年　７月号

　来月の発送は、８月５日㈬を
予定しています。変更の場合は
無線放送でお知らせします。

来月の発送日

粗大ごみ収集日

７
月
13
日
㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得・
寺領・長原・箕角・上殿中央
・長田・杉の泊
※草尾は電話

※粗大ごみ集積場所に出してください。　
　（一般のごみ集積場所と異なる場合があ
　ります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載
　されている収集区域です。収集区域によ
　って収集日が異なりますので、お間違え
　のないようお願いします。

●問い合わせ先／衛生対策室 ☎23−1120（ポックルくろだお）

7月17日㈮

特定家庭用機器廃棄物の収集日
（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

①買い替えの場合➡取扱店に相談
②引き取り手がない場合➡郵便局でリサイクル券
　購入後、収集の申込み
　（衛生対策室・本庁税務住民課・各支所）
➡回収日に戸別に収集
※リサイクル料はお問い合わせください。
※リサイクル券とは別に収集運搬料金3,850円（家電１台あ
　たり・税込）が必要です。

筒
賀
支
所

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申し込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 

【受付時間】午前９時～午後５時　土曜・日曜・年末年始12/29～1/3を除きます。
◎携帯電話からも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレーショ
　ン事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった場合
　でもお気軽にお電話ください。

審査  26−48

広告

0120−116116

　検査は事前予約が必要です。問い
合わせ先にご連絡ください。

◇検査日時
　7月13日㈪・8月10日㈪
　13時～15時
◇検査場所
　広島県庁 農林庁舎1階相談室
　（広島県西部保健所　広島支所内）
●問い合わせ先
　広島県西部保健所広島支所保健課
　保健対策係 ☎082−513−5521

広島県が行うHIV抗原抗体・
梅毒検査・肝炎ウイルス
無料検査日程のお知らせ
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8
読

書
感

想
文

セ
ミ

ナ
ー

（
P
. 3

3
）

移
動

型
ス

マ
ホ

教
室

（
加

計
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
）

　
　

　

お
酒

の
悩

み
相

談
会

く
ら

し
の

総
合

相
談

所

1
0：

0
0
～

1
2：

0
0

（
修

道
せ

せ
ら

ぎ
文

化
セ

ン
タ

ー
）

人
権

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

（
P
. 1

1
）

料
理

教
室

（
P
.1

7
）

古
紙
・
布

廃
家
電

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

粗
大
ご
み

　　（
安

芸
太

田
町

内
で

開
催

さ
れ

る
行

事
な

ど
を

掲
載

し
て

い
ま

す
）

や
ま

び
こ

号
運

行



7
月

号
カ
レ
ン
ダ
ー

日
月

火
水

木
金

土

5
6

7
8

9
1

0
1

1
移

動
型

ス
マ

ホ
教

室
（

安
芸

太
田

病
院

駐
車

場
）

お
酒

の
悩

み
相

談
会

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

講
座

8：
0
0
～

1
1：

0
0

（
つ

ぼ
の

地
区

交
流

セ
ン

タ
ー

）

く
ら

し
の

総
合

相
談

所

1
0：

0
0
～

1
2：

0
0

（
安

芸
太

田
町

地
域

支
援

セ
ン

タ
ー

）

人
権

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

1
7：

3
0
～

1
8：

3
0

（
役

場
東

館
２

階
大

集
会

室
）

や
す

ら
ぎ

カ
フ

ェ（
加

計
）

1
3：

3
0
～

1
5：

0
0

（
お

茶
の

間
サ

ロ
ン

遊
ゆ

う
）

お
ひ

ざ
に

だ
っ

こ
の

お

は
な

し
会

（
P
. 3

3
）

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

青
少

年
の

日
1

8
移

動
型

ス
マ

ホ
教

室
（

加
計

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

）

　
　

　
（

P
.3

4
）

お
酒

の
悩

み
相

談
会

宝
く

じ
特

設
売

場
開

設

（
P
.2

7
）

野
菜

栽
培

講
習

会

（
P
.1

0
）

　
　

　
　
（

P
. 3

4
）

町
内

水
泳

プ
ー

ル
の

開
放

（
P
.1

6
）

８
月

3
1
日

ま
で

1
9

食
育

の
日

家
庭

の
日

2
0

海
の

日
2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

お
酒

の
悩

み
相

談
会

や
す

ら
ぎ

カ
フ

ェ
（

戸
河

内
）

1
0：

0
0
～

1
1：

3
0

（
戸

河
内

だ
る

ま
サ

ロ
ン

）

納
涼

加
計

ま
つ

り
（

P
.２

）

え
ほ

ん
の

も
り

お
は

な
し

会
＋

え
ん

に
ち

コ
ー

ナ
ー

（
P
. 3

3
）

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

8
／

1
移

動
型

ス
マ

ホ
教

室
（

安
芸

太
田

病
院

駐
車

場
）

お
酒

の
悩

み
相

談
会

読
書

感
想

文
セ

ミ
ナ

ー

（
P
.3

3
）

戸
河

内
お

は
な

し
え

ん

に
ち

（
P
.3

3
）

ふ
れ

あ
い

戸
河

内
ま

つ
り

（
P
.２

）

2
3

4
5

6
7

8
読

書
感

想
文

セ
ミ

ナ
ー

（
P
. 3

3
）

移
動

型
ス

マ
ホ

教
室

（
加

計
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
）

　
　

　

お
酒

の
悩

み
相

談
会

く
ら

し
の

総
合

相
談

所

1
0：

0
0
～

1
2：

0
0

（
修

道
せ

せ
ら

ぎ
文

化
セ

ン
タ

ー
）

人
権

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

（
P
. 1

1
）

料
理

教
室

（
P
. 1

7
）

古
紙
・
布

廃
家
電

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

粗
大
ご
み

　　（
安

芸
太

田
町

内
で

開
催

さ
れ

る
行

事
な

ど
を

掲
載

し
て

い
ま

す
）

や
ま

び
こ

号
運

行



※掲載にあたっては保護者の

　ご了解を得ています。

満1歳の誕生日満1歳の誕生日
おめでとうございます。おめでとうございます。

安
芸
太
田
の
力
、
再
発
見
。

旬
の
た
よ
り
を
、
あ
な
た
の
食
卓
へ
。

関
連
ペ
ー
ジ
…
10ペ

ー
ジ

関
連
ペ
ー
ジ
…
10ペ

ー
ジ

広
報

公
式

サ
イ

ト
ア

ド
レ

ス
　

https://w
w

w
.akiota.jp/

令
和
8（
2026）年

7月
6日

発
行

N
o.262

編
集

・
発

行
安

芸
太

田
町

企
画

Ｄ
Ｘ

課
広

島
県

山
県

郡
安

芸
太

田
町

大
字

戸
河

内
7

8
4

番
地

1
☎

0
8

2
6

ー2
8

ー2
1

1
2

36広報安芸太田　令和８（2026）年　７月号

　

６
月
２
日
、
令
和
８

年
度
広
島
県
社
会
教
育

委
員
研
修
会
に
て
、
安

芸
太
田
町
社
会
教
育
委

員
の
池い
け

野の

道み
ち

子こ

さ
ん
・

齊さ
い

藤と
う

た
え
子こ

さ
ん
が
、

広
島
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
の
ご
活
躍
に
感

謝
し
、
受
賞
を
心
か
ら

お
祝
い
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
広
島
県
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
表
彰 松

まつ

本
もと

　澄
すみ

ちゃん

【澄合】

澄くん、1歳の誕生日

おめでとう！ お兄ちゃんと

いっしょに、元気に力強く

育ってください。

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

太
田
川
産
直
市
へ
行
こ
う
！

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
太
田
川
産
直
市
」
へ
早

速
行
っ
て
き
た
よ
！　

店
内
は
広
々
と
し
て
、
旬
の
野

菜
や
特
産
品
が
さ
ら
に
選
び
や
す
く
な
っ
て
い
た
よ
。

　

し
か
も
、
こ
こ
で
も
り
か
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
だ
！
お
財
布
い
ら
ず
で
、
ピ
ッ
と
か
ざ
す
だ
け
で
ス

マ
ー
ト
に
お
買
い
物
完
了
。
新
鮮
な
地
元
の
味
を
も
っ

と
便
利
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
嬉
し
い
よ
ね
。

　

皆
さ
ん
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
産
直
市
へ
、
ぜ
ひ
も

り
か
を
持
っ
て
遊
び
に
来
て
ね
！
次
は
ど
ん
な
美
味
し

い
も
の
に
出
会
え
る
か
な
？

●
そ
れ
か
ら
大
切
な
お
知
ら
せ
！

　

２
月
６
日
に
付
与
し
た
「
期
間
限
定
マ
ネ
ー
」
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
だ
よ
。
期
限
を
過
ぎ
る

と
使
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
ぜ
ひ
早
め
に
産
直
市

で
使
っ
て
、
旬
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
で
ね
！

　

み
ん
な
の
来
店
を
待
っ
て
る
み
ん
♪

ぶらもりぶらもり 第第1010弾弾ぶらもりぶらもり 第第1010弾弾

期限

もうすぐ!


